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　あまり知られてはいませんが、すべての都道府県議
会には議会図書室があります。地方自治法第100条第
18項により、議会は、議員の調査研究に資するため
図書室を附置することとされているのです。
　島根県議会図書室の蔵書は、図書約9,400冊　資料
約1,400冊で、その構成は、当然の事ながら地方自治
や行政、福祉、財政など社会科学が全体の60％を占め、
文学はわずか4.3％、郷土資料は2.3％で、公共図書館
とは随分違います。
　特定のテーマを調べ続ける議員や、定例県議会で質
問する議員のためのデータ収集、時事解説資料の提供
など、議員サポートが仕事で、選書や新刊紹介も、議
会活動に役立つ本に主眼を置いています。
　他県に較べても、とりわけ小さな議会図書室ですが、
統計数字をみる限り、閲覧やレファレンスの利用状況
は、ほかの都道府県と比べて決して劣るものではあり
ません。

　時事ニュースソースとしての新聞記事のニーズはと
ても多く、毎日スクラップを作っています。
　書庫が狭く、図書購入予算も限られているため、特
にレファレンスでは日頃から県立図書館に助けて頂い
ています。県西部版新聞記事や、データベースを使っ
た検索、県内横断検索で所蔵館を探したり、「新着資
料一覧」を選書の参考にさせていただいたり、直接電
話して助けていただく事もしばしばです。
　また逆に、地方自治に関する本は多数そろえていま
すので、県立図書館だけでなく、市町村図書館や市町
村議会事務局に対するサポートも行っています。
　当図書室が所属する専門図書館協議会でも、レファ
レンスの強化の一環として公共図書館とのネットワー
クを今後の大切なテーマとしており、これからも一層
の連携を図っていきたいと考えています。

主 な 内 容
平成22年9月

※行事予定は、カウンターでお渡しします。

　このほど、LD（学習障害）やディスレクシアなど、本を読むこ
とが困難な方のためのデイジー図書（CD-ROM）が入りました。
　デイジー（DAISY）は音声と文字、絵をパソコンなどで再生し
て同時に見ることが出来るマルチメディア資料です。文字の大き
さ、音声のスピードを変える、絵の背景や文字の色を変えること
も出来ます。
　図書館内設置の音声・拡大読書機「よむべえ」でご覧いただけ
るほか、ご自宅のパソコンに再生プレーヤーソフトをダウンロー
ド（無料）して、どなたでもご利用いただけます。
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　島根県は、平成 21年度から「子ども読書活動推進事業」（※１）を始めました。県内の小中学校に

学校司書などが配置され、ほとんどの学校図書館が「人のいる温もりある図書館」へと変身しま

した。環境整備が進み、子どもたちであふれかえる学校図書館も少なくありません。

　平成 22年度からは、「授業に学校図書館を活用すること」をテーマに、司書教諭（図書館担当教諭）

対象の研修、学校図書館活用教育図書整備（※２）を進めています。

　「学びを支え心をはぐくむしまねの学校図書館」に向けて、着実にステップアップしています。

（※１）島根県立図書館 子ども読書県しまねホームページ参照

 （http://www.lib-shimane.jp/sinkodomodokusyoken/kodomodo_kusyoken_shimane.html）

（※２）小中学校の授業に活用してもらうことを目的に県立図書館が選定した図書約２千冊を、県内12カ所の公共 

 図書館等に配備し、学校図書館活用教育の推進を図る事業。

　島根県立図書館では、毎年「おすすめしたい子どもの本」

を選定し、リストを作成、各市町村図書館等に配布して

います。ご希望の図書館には、リストに掲載した図書を

約１ヶ月貸出し、実際に手に取る機会を提供します。巡

回展示される図書館については、こちらのページをご覧

ください。

（http://www.lib-shimane.jp/rental/sityoson-dantai.html）

　島根県読書推進運動協議会では、読書週間（10月27日～11月9日）

にちなみ「読書体験記」を募集します。読書について日頃感じているこ

と、思っていることなど、なんでも気軽に綴って応募してください。詳

細については、県内各公共図書館等に配布しているチラシか、島根県立

図書館ホームページ（http://www.lib-shimane.jp/）をご覧ください。

　島根県読書推進運動協議会事務局　島根県立図書館内　Tel　0852-22-5729 （標語）「気がつけば、もう降りる駅」
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県立図書館では毎月テーマを決めて資料の展示を行っています。
６月から８月に展示した資料の中から、皆さまに是非読んで頂
きたい本を紹介します。
※展示リストはホームページからもご覧になれます。
※URL: http://www.lib-shimane.jp

大久保 幸夫／著　　講談社　（講談社現代新書） 2009年刊
　「この本の目的は、現在の雇用問題を、その背後にある雇用不安を強く意識しながら考えることに
ある」と、著者は冒頭で述べています。２人に１人が持っている雇用不安を分析しつつ、本当は何が
問題なのか、問題分析と今後の対策について書かれた本です。

大内 伸哉/著　　筑摩書房　（ちくま新書） 2009年刊

　雇用社会の根本にある、男と女、仕事と余暇、ベテランと新人、正社員と非正社員などといった、
１１のテーマについて、会社と労働者の立場からおこった問題を、労働法に照らし合わせ、問題解決の
方法を紹介した本です。

河井須也子／著　青幻舎　2009年刊

　河井寛次郎の一人娘である著者が、子どもの頃の父親との思い出や、それらにまつわる様々なエピソー
ド、柳宗悦やバーナードリーチといった寛次郎に縁のある人々との交流などを綴った一冊です。

河井寛次郎／著　講談社　1996年刊
　陶芸家として多くの作品を残した河井寛次郎ですが、詩やエッセイ、書などの作品も残しています。
寛次郎の物や人に対する考え方、創作への思いを集めた一冊です。
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　当館の資料では、２冊の本がありました。1冊
は「子ども室」にある本で『世界のあいさつ　み
るずかん・かんじるずかん銀の本』というタイト

ルです。民族ごとの挨拶が絵付きで紹介されています。
2冊目は「参考資料室」にある『世界文化情報事典』と
いう本で、各国の挨拶の説明が書かれています。

●参考文献
『世界のあいさつ　みるずかん・かんじるずかん銀本』（福音館書店,1989年）
　所蔵場所：子ども室　資料番号：910938050
『世界文化情報事典』（大修館書店,1995年）
　所蔵場所：参考資料室　資料番号：913186624

　松江城山の松平直政公の銅像は、大正元年に建
設の話し合いが始まりましたが、実際に銅像が完
成したのは大正15年でした。さらにそこから建設

地の決定、台座の制作が行われ、松江城山での除幕式が
行われたのは昭和２年10月７日でした。当時の新聞には
盛大な除幕式の様子や建設までの経緯が紹介されていま
す。その後、戦争による金属供出のため昭和18年11月22
日に撤去奉告祭が行われ、供出されていきました。
●参考資料
『旧松江藩祖松平直政公御銅像建設ノ由来』
　松平直政公銅像建設事務所　1927年
『松平直政公銅像記』奥原秀夫著刊　1981年
『松江城歴代藩主の菩提寺』内田兼四郎著刊　1980年
『山陰新聞』『松陽新報』1927年10月7日、8日
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廣田衣世／作　岩崎書店　2009年刊
　島根県安来市在住の廣

ひろ

田
た

衣
きぬ

世
よ

氏の最新作。日本神話にでてくるヤマタノオロチが八つの御
み

霊
たま

となって現
代によみがえった。小学５年生の蓮は黄

よ み

泉の国からオロチを追ってきたあきひこを助け、あばれだした八
匹のオロチを退治する。神話のふるさと出雲地方が舞台の壮大なファンタジー。

チャン・チョルムン文　ユン・ミスク絵　かみやにじ訳 
 岩波書店　2009年刊
　昼寝をしているおじいさんの鼻の穴を出たり入ったりするしろねずみは、おじいさんの体を抜け出して
外へいきます。おばあさんが追っていくと、思いがけずすてきなもののありかを教えてくれました。「隠し
てあるものは、ねずみが守ってくれる」ということばが伝わる韓国の昔話絵本で、味わいのある絵も魅力
です。
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島根に関する資料（古いものも、新しいものも）を収集・保存
しています。ご寄贈、情報のご提供をお願いします。

※詳しくは開館日カレンダーをご覧ください。
ホームページアドレス　http://www.lib-shimane.jp
編集発行 島根県立図書館  〒690-0873 松江市内中原町52
 TEL 0852-22-5733 　FAX 0852-22-5728
発 行 日 平成22年９月10日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

11 ● 開館日時間　火曜日～金曜日　　３月～10月　９時～１９時
 　 　　　　　　　　　　　　　 11月～２月　９時～１８時
 　　　　　　土曜日・日曜日・祝日　　通　　　 年　９時～１７時
● 休 館 日　毎週月曜日（祝日にあたるときは開館）・第１木曜日
 　　　　  年末年始　12月28日～１月４日・特別整理休館

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

すべての県民の皆さんに県立図書館の資料を利用してもらうた
め、市町村の図書館などを通して資料の貸出を行っています。
①県立図書館に求める資料があるかどうかは、インターネットの
蔵書検索（県立図書館HP）や、電話での問合せ（0852-22-5748）
またはお近くの市町村図書館までおたずねください。
②借りたい資料が決まりましたら、お近くの市町村図書館（図
書館未設置の５町村は中央公民館等）へお申込みください。
週１回市町村図書館等へ発送します。

保護者参観や職員・ボランティアの方の研修会等で、親子読書
や読み聞かせの基本的な考え方やポイントなどお話しします。
お問い合わせ　子ども担当（0852-22-5746）　または
　　　　　　　西部読書普及センター（0855-23-6785）まで。

平成22年

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

24
31 25 26 27 28 29 30
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◆ ：10月31日㈰、11月3日㈬文化の日の２回
 10:00～11:00
◆ ：20名　◆１階自動販売機前にお集まりください。

中央カウンター電話 0852-22-5748お問い合わせ

：平成22年10月27日㈬から
 11月９日㈫（読書週間）
：島根県立図書館１階ホール（予定）

高校生、高専生のみなさんから寄せられた、
お気に入りの本の紹介コメントやイラスト
を、その本とともに展示します。

　
　
　 　11月19日㈮　13:30～16:00
 松江合同庁舎

　11月25日㈭　13:30～16:00
 浜田教育センター

読書週間にちなみ、図書館探検ツアー【大人版】を催します。
普段は入ることが出来ない地下二層の書庫、電動書庫もご案
内し、島根県民の読書や資料調査活動を支える図書館の全貌
をご覧いただきます。どうぞご参加ください！

　島根県安来市在住の児童文学作家。２００１年、福
島正実記念SF童話賞大賞を受賞した『ぼくらの縁むす
び大作戦』（岩崎書店）で作家デビュー。２００３年、
『はっけよい、マメ太！』で小川未明文学賞優秀賞受賞。
その他近著に『びっくりそっくりしゃっくりようかん』
（毎日新聞社）、荒神谷遺跡の銅剣を題材にした『ミズ
モ　ひみつの剣をとりかえせ！』（毎日新聞社）や、出
雲神話を題材にした『ヤマタノオロチ復活　蓮の奥出
雲戦記』（岩崎書店）がある。『松江舟唄』の作詞を
てがける。

師 プ ロ フ ィ ー ル講

■黒字…9:00～19:00（9・10月）、9:00～18:00（11月）
■青字…9:00～17:00　■赤字…休館日


